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岡田 倫政（昭和 38 年経卒） 

昭和 35年 1月立教エコーの部室ができまし

た。山小屋の２階に上る階段の踊り場で左

を向くとそこにドアがありました。初めて

足を踏み入れた時ガランとした何もない部

屋に暖房用のスチームだけが目立ちました。

なぜかその上に部員の名札のボードがあり

ました。よく会社などで出掛ける時に札を

ひっくり返して不在を表示しておくあれで

す。多分、ESSプレスセクションで使ってい

たものでしょう。その後、学生部から古い長

椅子や横長のテーブル、事務机、パイプ椅子

を頂いてきて漸く部室らしくなりました。

あの狭い場所によく入れるというぐらい部

員がたむろしていました。当時は中でタバ

コも吸っていましたね。ここで、編集会議を

やり、学校に来るとまず、部室に顔を出して

それから時間になると授業に出る、たわい

もない話をしながら人間関係を醸成した場

所でした。やはり学生時代の一番想い出に

残る場所です。 

 

小平 郁雄（昭和 39 年経卒） 

山小屋の生活は、特定の教室を持たない学

生にとっては、生活の拠点であり、一日一回

は、交流の場として来るが、その狭さゆえに、

早々に明け渡して行かねばならない。今思

うと、「住民」の若さと共に、戦後から高度

成長期に移る熱気というものが感ぜられ、

「英語」を武器に社会へ出ようとする者に

とって、机の上に置かれたた古いタイプラ

イターは、貴重な戦力としてその存在位置

を不動のものとしていた。 

瀬越（清水）綾子（昭和 40年英文卒） 

裏に応援団の部室があり、賑やかでした。六

大学野球が始まると「応援よろしくお願いしま

す」と頼まれたりもしました。 

奥村紘士（昭和 40年社卒） 

山小屋でタイプライターの練習した成果が後の

パソコン活用に役立ちました。 

後藤（天野）八千代（昭和 41 年英卒） 

一日一回は、顔を出すようにしていた気が

します。よくも今にも潰れそうな建物にエ

コーのみならず多くの部が入居していたも

のだと思います。女性にとって、ストッキ

ングが破れないように、あのベンチに横向

きに奥に入るのはひと苦労でした。      

紺野（笹倉）浩子（昭和 41 年英卒）      

汚い古い部屋でしたね～。階段はガタピシ

で……。その中でタイプを打って記事を作

成していました。パソコンのない時代でし

た。第一学食が近かったので、ときどきア

イスクリームを食べていました。 

（獲得した部室の前で昭和３５年卒業生を囲んで） 

わが青春山小屋の想い出 
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池田 正樹（昭和 41 年法卒） 

ドア上部の曇りガラスと小窓一つが明り採

りの薄暗い部屋に照明が灯ると、否応なく

目に入るのが表面の凹凸に富み、無数の小

さな傷の付いた幅広の長デスク。その上に

当然のように鎮座するタイプライター。そ

して部屋の奥にある小机の中央には、なぜ

か金庫。その小机の周囲に乱雑に置かれた

バットとグローブ。――今でもはっきりと

思い浮かぶ部室の佇まいです。 

2～3 年生のころは、教室より部室に直行す

る濃密（愚直）な“部人”暮らしをするよう

になり、取材やデスクミーティングの時間

を除き、規定数が揃えば第一学食裏の抜け

穴をくぐって「富士見荘」とか何やらの雀荘

へ。さらに大人数が集まれば、バットとグロ

ーブを携えて神学院のグラウンド（現在は

立教池袋中学・高等学校）へ。小生は上級生

の河野博光氏をはじめ野球好きの木村又由

氏、山本勝弥氏などの諸兄に懇願し、同期の

市川や小川、杉田、与田諸君の参加は当然の

ごとく、スポーツデスク後輩の二挺木、小野

里（現在は久富）、宮沢、榊諸氏には強要す

るようなおもむきで神学院ベースボール実

習に誘い出していたことが多かったように

記憶しています。スポーツデスクスタッフ

ならスポーツをしなければとか、雀荘より

は健康によいとかの単純な理由によるもの

だったのかもしれません。 

現在のように子どもでも携帯電話を持つ情

報化社会ではなかったので、まずは部室で

顔を合わせ、あの凹凸に富んだ長デスクを

囲んでおもむろに取材予定を確認したり、

「さて、これから何をしようか」など、と

りとめのない情報交換などをしておりまし

た。端的にいえば、どんな瞬間を切り取っ

てもワイワイと群れ合っていた光景しか浮

かばない空間――それが部室（山小屋）で

した。 

榎本 憲二（昭和 42 年営卒） 

山小屋の１階、まず、大学へ行くと山小屋へ、

授業が終わるとまた部室へと。その後は富

士見荘へが学生時代のパターンでした。 

青野 圭成（昭和 42 年営卒） 

部室に行くと必ず与田節雄先輩が来ていて

よく二人きりで話しました。「バイトに明

け暮れ、単位も厳しいよ」と笑っておられ

たのが印象的でした。話の最後はいつも矢

部さんのことでした。 

松江（桐田）美知留（昭和 43 年英卒） 

入部したての頃、部室をのぞくと 4 年生の

先輩方がおられると恐ろしくて（？）入れな

かったことを思い出します。 

猪鼻 重寿（昭和 43 年営卒） 

山小屋の古い建物は趣があってよかった。

階段のきしむ音、オンボロ板の風情がなん

ともいえない記憶です。 

 

池田 成彌（昭和 43 年英卒） 

山小屋の部室に毎日顔を出していた。同期、

先輩、後輩、みんな明るく楽しかった。 

池田幸禧（昭和 43年営卒） 

先輩が何人もいて何となくザワザワ話して

いる。そんな雰囲気がとてもよかった。 
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佐藤秀夫（昭 43法卒） 

“山小屋”と聞くと、隣は美しいハーモニー

を奏でる合唱団“あひる”、その先は襟の高

い学生服に身を包み甲高い声で発声練習し

ている応援団、入口横は２階の部室に駆け

上がる人の靴音に囲まれ、薄暗く、雑然とし

たテーブルを囲んでの編集会議、追い込み

原稿の作成をした場所が懐かしく思います 

宮川愃靖（昭和 45年経卒） 

当時麻雀を覚え始めた時期で、講義をさぼ

り部室を訪れては同期の麻雀仲間を探がし

たり、部室の裏にあった雀荘で先輩の麻雀

をみて親交を深めました。 

内田ひろ子（昭和 46 年英卒） 

幼い頃、近所のおばあちゃんたちが長火鉢

の周りに集まって、諸々のことをおしゃべ

りしていたのを訳も分からず、それでも飽

きずに聞いていました。1年の時はそんな感

じで諸先輩の話を聞くのが部室でした。 

山田（武田）米代 (昭和 46 年英卒) 

雑然とした山小屋は隣の「あひる会」２階の

劇団「テアトルジェンヌ」とともに大学生活

の大半を過ごしました。数年前、山小屋を訪

ねたら山小屋はなくなり、近代的なビルの

中に「山小屋」が入っていました。 

島崎 敏彦（昭和 52 年法卒） 

山小屋の部室はいつも雑然として、タバコ

の煙でもうもうとしていました。1976 年に

部員が少なくなって、１年半も新聞を発行

できない時期がありました。しかし、その間

も部室には部員が立ち寄っていました。数

少ない生き残りで 1977年 3月に新聞を発行

しましたが、山小屋の部室があったから出

来たことだと思います。 

斉藤 邦明（昭和 55 年法卒） 

山小屋はあの古さが良かった。部室には私

がいることが多く、休憩所として活用させ

て頂きました。また、国家公務員試験の勉強

をしていたので、日曜日も通い学食で昼食

を食べていました。自分のすきなことだけ

を出来た約４年間の拠点でした。 

高田 晃宏（昭和 57 年営卒） 

細長い鰻の寝床のような場所でした。1年の

ころは部室に来る人はあまりいなかったの

ですが、2 年になると 1 年生も約 10 名入っ

てきたためだんだん賑やかになっていきま

した。中にあったのは冷蔵庫だけだったの

で、自宅から使っていないラジカセがあり

ましたので、それを寄贈しました。 

そのころ流行っていた ABBA, Olivia Newton 

-John, YMO らの曲をテープに落として、BGM

にして皆で良く聞いていました。下宿生な

んかはラジオのニュースを聞いて夜遅くま

で部室に残っていました。次回の新聞のテ

ーマとか紙面構成とか白熱した議論もしま

した。椅子も木のベンチで居心地はよくな

かったですが、学生時代の大切な思い出で

す。 

 

麻生 祥明（昭和 58 年英卒） 

当時部室のカギは 3けたのナンバー錠でし

た。当時、原宿にラフォーレが、渋谷に

109ができたばかりの頃、鍵の番号 109で

した。どの年代だったのか覚えていません

（昭和 56年ごろの部室 入口付近） 
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が、エコーOBの方がいらした時、「俺たち

の時は 5364(ゴミムシ)だった」と言われた

のが忘れられません。 

冬は部室の暖房のスチームの音がカタカタ

し、この音がすると冬がきたなと思いまし

た。代表電話が隣の写真部にあって、ブブ

ッとブザーが鳴ると走って行きました。 

一度広告主から電話で怒られたことがある

ので、以降ビビリながら電話を取りまし

た。 もう一方の隣にあった合唱団アヒル

は、何が楽しいのかよくわかりませんが、

大所帯のサークルで、山小屋前でよく踊っ

ていましたね。どれも山小屋の楽しい思い

出です。 

鈴木 正宗（昭和 62 年経卒） 

第一学食に近かったので、昼食時は必ず部

室に寄りました。隣が合唱団あひる会だっ

たので賑やかでした。 

今村 純（平成元年日文卒） 

部室の下を通るスチームの配管が壊れて、

朝、部室を開けたら水蒸気で真っ白だった

ことがありました。部室に保管してあった

バックナンバーが濡れてしまいました。以

後、図書館に保管をお願いしました。エコ

ーの部室はせまかったので、あまり泊まる

輩はいませんでしたが、隣の写真部などは

泊まっている連中を見かけました。それに

してもエコーの部室は狭くて人が溢れてい

ました。 

吉田（安養）千恵（平成 2年英卒） 

山小屋は狭くて人数の多い時は、中に入ら

ず入口あたりで日向ぼっこしながらお喋り

をしていました。 

今野（鈴木）敦子（平成 5年英卒） 

常時、メンバーが集まっていました。先

輩、後輩とランチやお茶に誘い合ったり、

世間話したり。山小屋にはいろんな想い出

がいっぱいです。授業の合間の短い休憩に

も頻繁に顔をだして、偶然出会った先輩と

近況報告をするのが楽しみでした。第一食

堂の隣ということもあり、時間帯に限ら

ず、だれかが何かを食べている光景は学生

ならではでした。たまに、みんなで掃除を

しました。いつの間にか床に砂がたまって

いるのが不思議でしたがそんな中でも食べ

たり、飲んだり、編集会議をしたり、タバ

コを吸ったり、時には寝ている人もいて、

目的がなくても誰でも過ごせる特別な空間

だったと思います。 

山小屋は木造の古い建物でしたが、隣の部

室からの笑い声や、上の階の足音などが逆

に安心感となり、共同体のような想いがあ

りました。私たちが４年生のとき、山小屋

が取り壊しとなり、コンクリートの部室棟

（ウイリアムスホール）に移動しました。

きれいでも他のクラブと分断された感じが

して、山小屋がいかに心地よかったかと思

いました。 

 

（ウイリアムスホールの内部） 


